
図６６掘立柱建物ＳＢＯＯ４南東から

爺深部は幅1.5ｍで、東で１段商いテラス状の流路底を含

めて３ｍ程である。西岸は未確認だが、現地形から兄て

流路幅は城大６～７ｍであろう。満水時の水深は0.8ｍ程

になるが、通常の水並では、浅い流れであろう。下流部

のＩトレンチでは東岸から雌深部までを確認した。流路

は徐々に両へ移り、現状用水路まで25ｍ程の範州で推移

した。谷から出た流路は、飛鳥寺寺城東辺に沿って北流

するのは間違いない。

流路ＳＤＯ１０の'性格流路SDO10は、谷筋の職種的な利

用にあたり、既存の谷川を整理・改修したものと位悩づ

けられる。SDO10の成立は７世紀中頃と推定するが、ｉｊｌｉ

岸を強く浸食し、平安時代後期には、現在の川水路の位

置まで西遷し、当初の流路部分は水II1化していた。

さて､前年度の報告では、SDO10と.iIf紀にいう「狂心渠」

(たぶれどころのみぞ）との関連について言及した。

SDOlOがＢトレンチをさらに遡ることは明らかであるが、

図６７流路ＳＤＯ１０Ｉトレンチ南西から

ｋ流部では人為的な開削の痕跡を確認するにはいたらな

かった。また「rik山の石」に相当する天理産砂岩は、

今叫の洲在でも出上していない。「狂心渠」か否かは、

SDO10がこの谷から出た、さらに下流部の様相が明かに

なるまで、判断を差し控えておきたい。

（長尾充．土器：西口．瓦：花谷）

コラム：あすかふじわら④

表５１９９８年度の記者発表

日付 発表内容

1998.4.15. 瓶!:↓池辿跡検出の掩飾鋳造逝僻について

１．２３ 飛恥池遺跡飛鳥藤服飾87次淵fff

現地磁明会4.26．兄学稀89(略

９．．１． 飛鳥藤原第84次洲在111ｋ木簡について（その３）

9.29. 飛‘冊池遺跡出上の金・銀

特別公Ⅲ１０．７.～10.30．於・,ﾘM在部

10.15. 唯‘!:6池辿跡飛胤藤111〔第93次洲炎

現地説明会10.18．兄学荷600:iﾉｉ

12.22. 飛鳥池瓦窯の発兄とその愈抵

1999.1.19 飛恥池遺跡出､ｋの樹本銭

特別公開1.25.～2.1()．於・捌代部兄学細3()()端

３，１１． ,』f伽池廃非の発掘綱炎南1ｍ・IniIm廻廊およびIlIlnj推定地

現地脱明会3.13．兄学将‘１００名

関連調査

節87次

節87次

第84次

節87次

鋪93次

第93次

節93次

第95次

◆記者発表の記録

本年度は、当調査部主催の鞭道記者

発表が、Ｉ;１．８何行われた。うち７Iulが

飛13池遺跡の関連である。これで同辿

跡の記者発表は、1997年の調企開始以

来、辿算13mとなった。

現地Ｉ説明会は、３１，１を開催して、兇

学者総数約1900名の盛況であった。

調在部の展示室では、飛脇池巡跡出

土の「金・銀」と「樹木銭」の特別公

開を行った。とりわけ、禰本銭の展示

期間の兄学若は､一Ｈ平均700端を超え、

l3u間で通常入館者の５年分？を記録

した。狭い基準浅科展示室は大混雑。

庶務室は問合せの電話への対応でおお

わらわであった。（Ｎ）

奈文研年報／1999-11６１


